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昭和38年度の生活保護茎
　今年も17％基準アップにともなって，生活保獲の取扱いがFかなり改
　　善されたり，本年度の事務監査方針なども通達された折なので，通達

　　よりグットくだいてくわしい解説をお願いして特集してみました。
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